
 

 

「ねじ巻き片想い」     

     柚木 麻子／著  東京創元社     

     

おもちゃメーカーのプランナーとして働く宝子は、 

             デザイナーの西島に５年もの長い片思いをしている。 

             ＳＰのようにひそかに西島を見守る宝子は、本人の 

             知らないところで、西島に降りかかる災難をそっと 

             解決していくが…。 

              浅草を舞台にしたちょっともどかしい恋愛小説です。   

    

 

 

               「玩具店の英雄」 

石持 浅海／著  光文社    

      

その警官は娘の衣装を買うために玩具店を訪れていた。 

             そこにナイフをもった男が突進してきたが、ある男が警官 

             を突き飛ばした。 

              表題作「玩具店の英雄」を含め、「警察官の愚痴を聞かせ 

             たら日本一」といわれる「座間味くん」が推理を繰り広げる 

             短編集です。    

 

 

 

    「郷土玩具ざんまい」     

         瀬川 信太郎／著   淡交社   

       

ユーモラスな表情、ぽってりとした形等おもわず微笑んで 

             しまうような北海道から沖縄までの各地の郷土玩具を、福岡 

             の郷土玩具店を営む著者が紹介した１冊です。 

              なお北海道の玩具としては、ウィルタ族にまつわる木彫り 

             人形「セワポロロ」が紹介されています。    

       

 

 

 

 

 

                     

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


